
震度表現は震度階の目安となる加速度をプロットしたものです



Ｘ

Ｙ

Ｚ

◆視点

・海溝型地震は津波被害が甚大

・内陸型地震は人命と設備の被害が大きい

・ 表面波マグニチュード （Ms)

・ モーメントマグニチュード （Mw）

※医療、 精密施設等の震動対処

1925 年
東京帝国大学に地震研究所が設置

1925 年東京帝国大学に地震研究所が設置
日本地震学会では、 「長期予知」 については高い精度で推定できるとしている。

日本列島は絶え間なく大地震の被害を受けてきました

■日本付近のおもな被害地震年代表 (抜粋 )



※東北地方太平洋沖地震では
九州全域でも震度 1 を記録して
いる｡その有感半径は 1500 ～

1800km となる。
　⇒遠く離れた場所でも長周期
の振動で高層ビルも揺れ､地震

周期の検討が必要となる。

震度≦5では人命や設備機器において
致命的な被害はほとんど記録なし

■日本で発生した地震の頻度と設備機器の破損状況

震度階　　　　　　名称

Ⅵ　烈震　　　　　  震度６強

　　　　　　　　　　   震度６弱

Ⅴ　強震　　　　　  震度５強

　　　　　 　　　　　  震度５弱

Ⅶ　激震    　　　  震度７

Ⅳ　中震　　　　　   震度４

Ⅲ　弱震　　　　　   震度３

Ⅱ　軽震　　　　　   震度２

Ⅰ　微震　　　　　   震度１

0　  無感　    　　   震度０

１９４９年～１９９６年　　　１９９６年～
地震による設備機器への影響

■設備機器の地震被害は地震波･建物階高･設置階層によって異なる

3.11( 東北地方太平洋沖地震 )各地地震波とその他との地震動の比較 (応答スペクトル比較）

防災科学技術研究所､強震観測記録による地震動データを解析

地震と被害の特徴分析から発見された傾向
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事業継続のために重要な施設や機器。
ライフライン施設、データセンターや美術品など大地震による被害を減ずるために、
免震装置は重要な役割を担います。
弊社は、目的、用途、機能から設置環境や許容外力の値、直下型など三次元波の
予測を含む設計思想で最適な免震システムを提案します。

東京営業課

関西営業課

中部営業課

九州営業課

本社 ・ 工場

〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-5-15

〒660-0833　兵庫県尼崎市南初島町 10-133

〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦 2-10-13

〒812-0011　福岡市博多区博多駅前 3-2-8

〒660-0833　兵庫県尼崎市南初島町 10-133

TEL (03) 6831-0001 

TEL (06) 6487-3202

TEL (052) 220-0888

TEL (092) 474-2773

TEL (06) 6487-3939
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快適で最適な環境づくりのご相談は､豊富な経験･実績で信頼できる特許機器へ http:∥www.tokkyokiki.co.jp
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